
新庄盆地
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新庄去盆地西縁における河成段丘と新期地殻変動

I　はじめに・

最上川は山形県の母なる河である。山形県の両統

の4分の3をその施政とし、しかもこの県の中だけ

を流れている。このように. 1つの県と1つの河と

がこれほど密接に鈷びついている例を他には知らな

い。

東」地方内帝は、はI矧ヒ方向に走る奥羽山脈と

出羽山地の2列の山脈・山地と、はI幻鰹巨方向に走

る自神・太平・丁岳・朝日・飯豊などの山勘、らな

る。盆地列はこれらの南北方向と東西方向の格子状

の隆起帯の間棚地帯に相当し、 jbゝら横手・新庄

・山形・米沢・会津などの盆地に分かれている。内

帝の盆地にi頒状地の発達が良く、その後辺は薪期

新居噛珍がみられるのを特徴とする。中でも未調査

地域である新庄盆勧士最上川およびその支流によっ

て形成された段丘物;発達する内畦盆地である。

これらの地形的特故により、山形県の第四系の研

究は、軌範から積極的に取り魁まれてきた。近年、

最上川田研Fルーブを中心に総合的な研究が行われ

ている。同グループ(1968)は山形県鼠UIf沿岸地

域の地形に-:礼、て段丘区分、火山灰居序、花粉分析

などを行い新庄盆脚を含む地城の第四紀地史を

無明しつつある。

新庄盆地は東北地方のいわゆる奥羽脊梁山脈と出

羽山地の間に位挺し、周囲の丘陵蛙山地を桝l析した

河川によって形成された覇状地や段丘地形などが発

達する内艶盆地の一つである.盆脚土北西決す

る最上川(232kォ)が、中央舘から北鰍ま南施する鮭

川(56ka)がそれぞれ地形形成を支配している。本

鞘では、中でも比舶壷の進んでいない新庄盆地

西経乱鮭川河谷地域を対穀とした.

巾村　fli-y一　　曲権　千秋　斉藤　新生

藤原　晃能　山fil　潟唱

鮭州ま長さ5ch、洗臓如44kサの「級剛"で、

最上川の支流巾敏夫である。盆地北畠の尭封l肘近

で、丁岳山地(標高500-1150ォ)から発する真室川

と大沢川が合流して鮭川となり、その後右岸から曲

川、左如,ら泉田州、刃形川を塩入させ、大きく曲

流しで陣谷付近で最上川に合挽する。

新庄盆地の地形についての研究は、粗野威厳状地

の地形を取り上げた村田貞栽0941)、小国Jl脱城を

取り上げた大塚弥之助(1942).尾花沢・新庄再盆地

の河岸段丘を分析した冨田芳郎(1954)などがあ

る。最近で也最上川田研グループが盆地商務の段丘

面を3群6段に区分し、また、中)rI久夫ら(1971)

も段丘区分を試みている。段丘面の変位・変形を手

掛りとした噸変動の考案に㌢～、てはな飽く残

されている。

そこで筆者らI;埴帥Iやその支流、韓に曲川沿岸に

発達する段丘面を、 1万6千分の1の空中写真で判

読しそれを2万5千分の1の地形図におとした.更

に、それらを基にして現地で露頭相楽を中心に段丘

面高度、表面i形態、堆碑物の居厚などを調べ、新た

な段丘区分を試み、その発達史に一:粘、て考察した.

また.太盆地t湖性の盆地とも考えられ、南部

では多数の第三紀居の禰曲構造を切るような新居が

認められる。そこで末梢では盆臓に掛、ても

新LH時代における地硬変勤につ～ 、て、若干の考察

を加えることにした。

tI　地形・地更の槻

0) *由捗の概税

新庄盆地は.ほI珊ヒ方向に走る奥羽山脈と出羽

-23-



-・i

0　　　　　　　　　　　　　5
‥　KM

Fig. 1　輸峰面図

山地とにはさまれた中兜当地帯に位置する内蜘

o>つで、南増毛花沢盆地と接し、 juま緋を隔

七て横手盆地にその連鏡をみることができる。

盆脚の出羽山地は、新第三系の唯故岩からな

り、定高性のよい丘陵性の山地である。盆地醐で
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は、弁慶山(886i)を主姫として肺00t以上の山

地が連なり、庄内平野と新庄盆地間の低地士擦高

400m以下の最_Ul l河谷である。山羽I Lj地史斜面は、

南部で鮒350-400au北部で400-500*付近に高

度急変点があり.それより低地は、項高が150-



Fig.2　　地艮図

200蝿度の低平な丘政地である。この丘政は、盆地

中央親を経て、盆地細操まで連なっている.また、

盆地化側には、出羽山地の一部にあたる丁岳山勘i

東西方向に連なっており、秋田県との県境をなして

いる。

盆地無側は、奥羽山脈の一部である神童山地によ

って向町盆地と分析される。奥羽山脈の主体は、出

羽山地と同じように新第三系の唯故岩からなってい

るが、神童山地は花由岩からなる山地である。出羽

山地魚斜面と同じく神童山地西創面でも、南部一噸

高350-400a、北部で400-500*付近にある高度急

変点を経て.低平な丘陵地へと移り変わっている.

新庄盆地付近の主水系は最上川で.盆地西操を流

れる支流<nte)W 」ともに、棉迫的低地を施れる遵従

河川である。この二河川は盆噛有西灘で合流し、出

羽山地を繊節して庄内平野へと流下する.盆地内の
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水系は、金山州・泉田州・刃形州・新田州などが東

方から済下して鮭川・最上川末流に合流しており、

これらの河川に沿って河成段丘が形成されている。

盆地ま、新庄市の市馳'iのる泉田州・刃潮目・

新田J l船いに発達した討状勧亨広い両統を占める。

この桶状地は、扇面に突出する丘慶のために届先以

下が西北西・南西方向-故分かれする分岐鼠状地の

形態をとっている。新庄市付近の捺高はIOOi程度で

ある。

新庄盆地は、盆地内に分布する後述の独羽融群の

丘陵によって、新庄市付近を中心とする狭我の新庄

盆地と北の金山盆地、そして、今回の調査地域であ

るfttJI l河谷などに区分される。

以下、謁査地域であるメ刺H～鮭川沿いの地形を

概観する。

規"は、北缶のT岳LIL地に恵を発し、擦高180i
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付近の高坂ダムより下流では沖境南を形成し、大沢

付近で同じく南流してきた小又川を会乾させる.調

壷地域はこの地点より下流で.段丘地形の発達も良

好となる。大沢州は.羽前豊里只西方で趣跡Iに流

入した後、鮭川と名称を変えて丘陵地の間を流下す

る。段丘の発達は右岸に上l瀬的良好であるが、左岸

では分布が限られている。その後、鮭川は、西方か

ら曲州・潮U爪史方から泉田川・升形川などを会

流させながら最上川に政人する。

(2)地賢の概観

新庄盆地は、白亜紀～古第三紀花崩岩類を基盤と

し、海成鮮薪続を含む新生界上知ミこれを不齢に

・J.tiSk*図四Ej閉　cammmmt, ^ttrnx v

なる奥羽山脈と出羽山地との間にはさまれ乱立して

おり、唯故後にこの地蛾を海如、ら隔鑑する肋;

あったことを示している。

新庄盆地の中新鋭の居序は、 T喝uchi (1962)によ

って下位から及位居・大川居・草薙居・古口居・野

口居・中渡居に区分されている。及位居は、未地域

に分布する薪第三系の最下部居で火LL噴出物を主と

した居であり、上位の古口居・野口居・中渡居など

は、海接貝イヒ石を多く含んでいる。

新庄盆地の鮮新鋭-下部更新続の居序は、 T喝lll

chiの区分によると、下位から鮭JII居・八向居・大

会海居・菓倉山居・舟形居・止剛になってい

る。これらは、半択(1954)によって最上居群と呼

ばれたこともある。新庄盆地の鵬～下部更新鋭

は、 /jl皮長のかなり著しい禰曲繊迫を示す。特に南

軌、国川泊いの地境では、南北方向の三列の向斜

軸と.その間の背斜勧琴酸に認められ、地居の直

立・逆転や逓槽曲による斬居を生じさせている。こ

れらの楢曲は、全体として一つの大きな向斜摘迫

で、内睦盆地としての新庄地域を形成する。また、

段丘面の中にも基盤の1軌棚推迫と講和的な変位をし

ているものが認められ、特に盆地の西経・鹿綾で明

瞭である。これは、盆地間辺を含む広翻な変勤と

関連しているものと考えられている。今回の謁壷地

域である、盆地西後部における新しい時代の地政変

動の考案については、窮Ⅳ串で論ずることにした

い。

新Tri三盆地の地環の概峨IiFig.2およびTable-Iの

通りである。

Table-1峨括衷

時　代　　　　　居　　　　序

更　新　統

無羊　新　統

中　新　統

沖　損　居ALLUVIUM

段丘堆積居TERRACE DEPOSITS

lLJ　犀　居YAMAYA F.

舟　形　居FUNAGATA F.

集会山居SHIBAKURAYAMA F.

未合梅暦MOTOAIKAI F.

八　向　居YAMUKE F.

鮭　川　居SAKEKAWA F.

中　波　居NAKAWATARIF.

野　口　居N∝湖コll F.

古　口　居FURUKUCHIF.

草　薙　居KUSANAGIF.

大　川　居〔)KAWA F.

及　位　居NOZOKIF.

先第三系PRE-TERTIARY

ROCKS

Ⅲ　　鮭川洗城の段丘面および段丘堆放物の

記載

虹川流域では、規Iは小又川の会挽点・其封II

と金山川の会施点から、最上川と鮭州の会挽点まで

を調金地峻とした。今回の講義では、段丘面の広が

り・連銀性、脚J床からの比商、段丘噛物の居栂

・居館・触丸襟の種類・大きさ・風化の程度・マ

トリックスなどを栖按に、この地域の段丘面を、 6

段に分けた。新H三盆地付近の河鹿段丘については.

最lJllF・B研グループ(1968) 、中州ら(1971)の報
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告がある。最上川田研グループは、段丘面を猿羽根

面群(猿羽根I面、猿羽根II面、猿羽根Il '面) 、

尾花沢I面、尾花沢II面、真皇川面に分けている。

中川らt椴丘面を7段に区分し、第4段丘面と揺羽

根面群、第5段丘面と尾花沢I面がほぼ対比される

としている。最上州団研グループが、新庄盆地付近

で尾花沢I面の比和増大し、面も分化するとのべ

ていることや、現河床からの比高などを考慮に入れ

ると、尾花沢I面の上位面と第4段丘面、下位面と

第5段丘面とがそれぞれ対比されると考えられる。

今回の謁査では、これらを参考にして段丘両を上位

より猿羽根I面、猿羽根Ⅱ面、尾花沢Ia面、尾花

沢Ib面、尾花沢Ⅱ面、真室川面と呼ぶことにす

る。全体的な段丘面の分布状昔をみると、尾花沢I

面が広い。真室川と大沢Jl恰施点付近から日下・飽

田野付近にかけては.尾花沢I面が河JI船いに広く

分布している。この尾花沢I面を中心として丘陵佃

に猿羽根面群、現河川僧に尾花沢II面、文豪川面と

いった下位の段丘面が点在する。

m　劉】wm.
鮭川の上流部にあたる大沢川流域の顧には、猿

羽根Ⅱ面から真室川面までの5段の段丘面が分布す

る。以上沢より上流では白岸に発達がよい。また、

右窪では尾花沢I面が広く分布し、観音寺まで連挽

している。左軌ま、大沢川と真室川との間に対称に

段丘が形成されており、猿羽駁Ⅱ面と尾花沢I面の

発達がよい。

①　猿羽根Ⅱ面

接羽根Ⅱ面は大沢川右岸では上野付近に分布し、

左岸では大沢川と真室川が合流する付近に細長く分

布する。高度は130-140aで、大沢川流域では最も

高い段丘面であり、現河床からの比轟は65.-70bで

ある。右岸のIoc.3では、襟居の厚さ4JL、横は亜角

蝶が多く、他の露頭では亜円-円勘靭、。穂積は

安山岩・砂岩・泥岩、風化は中程度である。ここで

は、礁居の上にシルト居がのるが、赤褐色土のみら

れるところもある.右岸のLoc.7では、傑居の厚さ

5.7巧、喋は、最大経37ci、平均匡7cJの亜円-円喋

が多い。鰭種は、安山岩・砂岩・花白岩・流紋岩・

短篇Eraffl園S2EIS開閉聞E3サ

⑧　尾花沢Ia面

尾花沢Ia面は右岸にもっとも広く分布するが、

左岸ではそれほどでもない。この面は、右岸で大沢

川流域から鮭川まで連的杓に分布している。高度は

110. 130n、現河床からの止痛は50.-65■である。

Loc. 12では、蝶居の厚さ3■、蝶l増大径20cォ、平均

径3cBの亜円-円蝶である。他の完頭でも礁唐の厚

さはほぼ4-5iで、襟の大きさ・形も同様である

が、偏平蝶の多く見られるところもある。襟種培安

山岩・花尚岩・チャート・砂岩・流紋岩で、風化は

あまり進んでいない。淘汰も比較的良好である。マ

トリックスは細砂である。尾花沢Ia面の露頭では

厚さに若干の違いはあるが、蝶居の上にシルト居が

のっている。左岸でI働ミなかったため、喋居の

閲はkdc&fiJMBISP

⑨　尾花沢Ib面

尾花沢Ib面は、尾花沢Ia面の下位に広く分布

する段丘面である。この面は、規"に沿って尾花

沢工面の下位に細長く分布する。高度は80-110ォ

で、規Ilの現河床の煩きと講和するように下流方

向に憤斜している。現河床からの比高は25-35aで

ある。一難士鵬Oca、平均経20cbの亜円～円蝶で

ある。襟種は、安山岩・流紋岩・泥岩・チャート・

石英安山岩・砂岩・花白岩で淘汰l堰く、マトリッ

クスは粗砂である。また、 Loc.10-Cは、群居の上缶

に厚さ80ci程度の淡特色シJt/ト居をのせており、基

盤の走向はN20oWである。

④　尾花沢II面

尾花沢rI面は、大沢川の右岸でi蛸己択I b面の

下位に細く、斬鰍に分布している。左岸でも尾花

沢I b面の下位に細長く分布しており、高度は70-

95J 、現河床からの比高は10.-20暮である。大沢川

右岸のLoc.5では、礁居の厚さは91と、他よりも厚

い。また、赤褐色土を欠いており、表土の下がすぐ

に礁居となる。像鯛OcJ、平均匡3C)の亜円

～円喋である。襟種l肋i多く、その他砂岩・

花組岩・チャートが見られる.マトリックスは中砂

である。左岸のLoc. 15では、礁居の厚さは2.8aで、

やはり表土の下が蝶居となる.凍I増大径30ci、平
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Fi g. 4　　鮭川段丘面縦斬面図　上図:右岸　下回:左岸

均径Icqの亜円-円蝶が多く、風化は進んでいな

い。線種は流紋岩が多く、その他安山岩、泥岩で、

淘汰t増い。マトリックスは親砂である。

⑨　真壷川面

親日流域では、真勤日面の発達はあまり良くな

い。右岸でt淵lは真室川の会鼠色付近に分布す

る。高度は65.-90上、現河床からの比高は5-10ォ

である。 Loc.11では、礁居の厚さ4.5aである。

b)　鮭川淀城

①　猿羽根I面

穣羽根I面は大賀査地境の最高位面である。中渡

～野口、向居の西方などに散在するが、他ではこの

段丘面を確認できなかった.高度的130ノ-150a、現

河床からの比馬は抑0-1 1Oiに及ぶh開折は進んで

いるが、段丘面の平坦さなかなり残している。 Loc.

53では、礁居の厚さは約1.3aである。襟は、最大径

車HSESs覇ffi sd-iOSSH窟蝶Eサcl^阻いC慧

種は、安山岩・花肖閃録岩・流紋岩・砂岩・泥岩な

どである。鞍の嵐他ま進み、マトリックスl洩砂で

ある。僕居の上にはシ)i,ト居と、厚さ0.8iの赤栂色

土がのる詛　Loc.37では、改暦の厚さ0.7aである.

軌増大径30cォ、平均経3caの亜円-円蝶で、債権

は安山岩・花由岩・花肖閃録岩・流紋岩・泥岩・砂

岩などである。風化はあまり進んでいない。

@　猿羽根Ⅱ面

猿羽根rI面は、申渡から寛大にかけての地晩や、

・J嘩沿いに断片的にみられ、平坦面はよく保存さ

れている。高度は約120b 、柵、らの地軸ま釣

60.-80もであるLoc.24では、襟居の厚さ的IJであ

る。蝶は最大径15Cれ平均経2cIの亜円-円疎であ

る。礁種は安山岩・流紋岩・砂岩・泥岩で、風船ま

あまり進んでいない。マトリックスは盤砂である.

Loc.33では、蝶居の厚さ師事である。蝶I城大径15

cJ、平均径2ciの亜円-円按で、淘汰l胡軌ヽ。襟軽

は、安山岩・花由岩・流紋岩・砂岩・泥岩で、風化

は中程度である。マト1)ックスは盤砂である。礁居

の上は、下位から厚さ0.8iの灰色粘土息0.7iのチ

ョコレート色シルト居、 0.6bの淡簸色シルト居、

0.7サの淡褐色シルト居. 0.5aの褐色シルト居、 0.h

の表土となっている.

⑨　尾花沢Ia面

尾花沢I a面は、大沢川と真室川の舎監点付近か

ら擬音寺西方にかけて広く分布するほれ中、下流
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域にも断片的に見られる.租喪心伽0-120b.項河

床からの止痛は紬0-50ォである.段戯敵地Il方

向にゆるく傾斜し、広い平坦面を残している・Loc.

16では、瑳居の厚さ約4.7aである。蝶は最大経25

czB、平均匡2C■の頭領で淘汰は良く、風化は中程

度である。蝶種は安山岩・波紋岩・チャート・砂岩

・泥岩である。マトI)ックスは粗砂である.礁静の

上位には、厚さ0.4aの赤村色土がみられる. Loc.22

では、瑳居の厚さ毒価.81である.軌増大径20ca、

平均経2C■の亜円～円蝶である.球種培安山岩・泥

岩・砂岩などからなり、風化は中程度である。マト

リックスは細砂・シJL'トである。基盤は八向居の砂

岩である。

④　尾花沢Ib面

尾花沢I b面は、大沢川と尭劃Ilの会流点付近、

日下・也田野付近に比較的広くみられ、尾花沢Ia

面と同様に広い平坦面を持つ.中州ら(1971)による

と、この段丘面は、新庄盆地を埋験する封状地面に

相当する.高度L脚0-90b、最jJllと鮭川の合流点

付近では50-60mである。胡河床からの比柘と蜂担5

・35nである。段丘面は、鮭川方向および下淀方向

にゆるく偵射している. Loc.43では、乾居の厚さ

紬.7■である。蝶L鯛Oc■、平均経5C一の亜円

～円康である.凍種は安山岩・花内岩・砂岩など

で、風fbまあまり進んIthヽない.マトリックスは叔

砂である。基盤Iも如拙i居の泥岩である. Loc.63で

は、既居の厚さ約2.2ォである.馳舶Ocl、平

均匡4ctの亜円-円喋である.観は安山岩・花白

岩・花尚閃輸岩・諌紋岩・砂岩・泥岩で、風仙ま中

程度である。マト1)ックスl地砂である.礁居の上

位には、厚さ0.6iの赤特色土、 0.4*の表土がみられ

る。基盤tおk朗尉乱鵬である. Loc.50では、蝶

居の厚さ紐.5■である.蝶I城大径25ca、平均匡2

C■の亜円～円鞍である.増額は安山岩・花由岩・流

紋岩・チャート・花白閃録岩・砂岩・泥岩で、淘汰

はよい.風化はあまり進んrv、ない.マトリックス

t地砂である。礁居の上位には、厚さ3. 1.の褐色細

砂居がみられ、下位から、茶褐色1.8a、共褐色

0.6a、赤褐色l.7tに分かれる.

⑨　尾花沢rI面

尾花沢II面は、尾花沢I面に付随して細長い帯状

の分布を示す.段丘面はあまり開析されておらず、

鮭川の下絵方向にゆるやかに俵斜している。高度は

紺0-80bで、現河床からの比勘ま約15.-20iであ

る。 Loc. 17では、礁居の厚さ緋■で、淘汰は患い。

鵬は安山岩・花飼岩・流紋岩・チャート・砂岩・

泥岩で、風化は中程度である。マトリックスはね砂

である。基盤は八向居の砂岩である. Loc.eiでは、

瑳居の厚さ的4■で、上缶の0.2bはとくに細粒であ

る。蝶l埴大在30C■、平均匡2cJの亜円-円蝶で、

Cobble大の蝶も多い。珠桂は安山岩・花内岩・チャ

ート・砂岩・泥岩などで、淘汰は恵く、風化はあま

り進んでいない。マトリックスはむ砂である・Loc.

44では、僕居の厚さ約1.3iである。蝶は最大径30

cJB、平均経2C■の亜円-円蝶である。軸は安山岩

・砂岩・陀岩などからなり、風fuま中程度である。

マトリックスは盤砂である。基盤は八向居の砂岩で

ある。

⑥　真室川面

真室川面は、尾花沢rI両に欄的にみられる段丘

面で、先頭坂、名高などに分布する。柵、らの

此高は、 10似下と小さく、段丘面の面鏡も小さいも

のが多い。また、沖岐南との出取ま小さく、尾花沢

u面との比高は大きい。この段丘面の轟頭は発見で

きなかったが、空中写其の判読により区分を行っ

m

c)　曲)日放峻

曲川流域の段丘は、段丘の広がり、分布の状態や

連錨地三に掛、て、鮭川のそれとは大いに趣を異にし

ている。曲州紀暁では左岸の本村から莫大までを調

査地蟻とした.この比虹胡知、地境の中に、高さを

異にする多くの小さな段丘面が分布している。段丘

面の区分に㌢～、てはま潤を残しているが、今回

の誤壷では一応7段に分け、鮭川のそれに準じて、

上位より裸羽根Ia面、猿羽嶺Ib面、猿羽根II

面、尾花沢Ia面、尾花沢Iも面、尾花沢Ⅲ面、其

亀用面とする.

zmmvmp函

浪羽根I a面は、相姦地境の中央付近に点在す
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るが、いずれも小さなものである。段丘両側折は

かなり進んでいるが.現IIl川は反対方向に悦糾して

いる。高度は130-140れ現河床からの1協は抑0

・80nである。今回の誕杏では、飽く発見できな

かったため、空中写真の判読により段rr_泊iを比定し

た。

⑧　穣羽根Ib南

棟羽根Ib面は、頂羽根Ia両に付随的にみら

れ、開折は進んでいるものの平坦面はよく保存され

ている。高度は約120-130ォ、現河床からの止痛は

約60-70サである。今回の諜壷では、麗鋤く先見で

きなかったため、空中写真により段丘面を認定し

た。

⑨　猿羽根II面

猿羽根Ⅱ面は、この地境では土地的広くみられる

段丘面で、調査地城の中央瓢のほれ/j柵、に

連続して分布する。高度地的110-120ォで、現河床

からの臓0-60事である。 Loc.27では、瑳居の

厚さ約2.5bである。蝶L湖を大径25ci、平均匡約2C■

の頭領である。軸は安山岩・花幽間奴岩・穀灰

岩・流紋岩・砂岩・批岩で、湖汰～増く、風イuirP

程度である。マトリックスは盤砂である。襟居の上

位には、厚さ1.2aのシルト居、 0.3mのチョコレート

色シルト居、 l■の褐色シルト居がみられる.この二

枚のシルト居は、 Loc.33 (組ll、猿羽根Il面)でみ

られるものと同一のものと考えられる。 Loc.28で

は、蝶居の厚さ約1.7iである. rJ士最大経30cォ、平

均匡2C■の亜円-亜角蝶である.環巷は安山岩・流

紋岩・石英斑岩・チャート・泥岩などからなり、淘

汰l培い。マトリックスはね砂である。蝶居の上位

には厚さ0.7aのシルト居、 0.6aの褐色シルト居がみ

られる。基盤は中削岩である.

④　尾花沢Ia面

尾花沢Ia面は、独羽穣II面に近接して分布す

る。段丘面は、現曲)"下淀方向に傾斜している.福

渡は約100-110iで、現河床からの比融土的10.-

50tである.今回の製産では、寅頭は先見できなか

ったが、空中写其の職により段丘面を区分した.

⑨　尾花沢Ib繭

尾花沢Ib面は、調査地境の南親に、殺羽根Ⅲ面

に治って分布する。平坦面はよく保存されており、

現曲川下淀方向にゆるく偵斜している.高度は抑0

100b、現河床からの比高は約30.-401である.

Loc.35では、環居の厚さ的2.6mである.軌士最大搾

20ci、平均経2C■の珊である。礁葛は安山岩・

花由閃録岩・砂岩・泥岩で、風1日まあまり進んでい

ない。基盤は中渡居の泥岩である。

㊥　尾花沢II面

尾花沢II面は、現曲州に治って斬片約に分布す

る。高度I脚0-80i 、買肋,らの比融ま抑0-

30mで、間柄はほとんどされていない。 Loc.31で

は、瑳居の厚さ的1.7aで、環は最大経15cォ、平均匡

3cbの亜円勘靭、。蝶種は花白閃良岩・砂岩など

からなり、淘汰は磨く、ほとんど風化はしていな

い。マトリックスi瑚鴫♭である.基盤は中削

岩である。

⑦　其封日面

真室川面は、尾花沢Ⅱ面に欄して分布し、ほと

んど開析されていない。高度は紬0.-70i 、現河床

からの比論は約10事である。 Loc.30では、珠暦の厚

さ約1.8bである。蝶l埴大径25cォ、平均経3cbの亜

円蝶である。蝶瞳は、花白閃臨岩・流紋岩・砂岩・

泥岩で、淘汰蛾軽く、風船ましていない。マトリッ

クスはね砂である。基盤は中渡居の泥岩である.

d)　升形川流域

鮭川の-支流である升形川は、新庄盆地の東熟か

山地に源を発し、新庄市内を西流して鮭川に会挽す

るが、升形から会挽点までは.丘慶の間を流れる.

この升形から会施点までの間には、 )(恥、にやや韓

の広い沖睦鋤く発達するが、右岸の丘駿に拙宅花沢

Il面が分布している。高齢ま80-80ォ、現河床から

の比融ま紐OJである。会施点付近のIoc.48では、

蝶居の厚さ紬である。襟l埴大径22ca、平均経2

clの珊靭、.凍種は花白岩が比較的多く、そ

の他安山岩・溌紋岩・砂岩がみられ、湘汰は比板的

良い。風化は中を度である.マトリ・/クスl塊砂で

ある。このLoc.55では、基盤を切る比高2表軽の小折

居がみられた.この小新居の走向・俄斜は、 NIS

23oEである.
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前波付近のLoc.56-Loc.59では、蝶居の厚さ約

1.5mで、蝶l増を大径30ca、平均匡2- 3cnの魂コ】蝶

が多く、上流から下流に向かい、亜角蝶から円珠の

草じる動会が多くなる。また、 Loc.56では、偏平襟

が多く見られた。蝶種は安山岩・花組岩・花由閃録

岩・流紋岩・砂岩・泥岩・チャートがみられ、風化

は中程度である。これらの露頭には、蝶居の上溝に

厚さ0.5 -2.5aのシルト居がのる。また、基盤の走

向・傾斜は、 N20　-30-W、42--50oEであっ

た。

a- dの段丘地形の記載をまとめると、次のよう

になろう。

太謁査地域の段丘面では、尾花沢I面が広い分布

を示す。特に大事V¥l　其室州合挽点付近から、佐

渡、日下、飽沼野付近にかけて顕著である.尾花沢

I面は、新庄盆地を埋接する巌状地面に相当し、最

上川田研グループ(1968)は、 fill top terraceと

0

サ
O

r-

。P
0

fi*
○

露頭柱状図(1)

考えている。Loc.13、22、69など、基盤に凹劫ミ見

られるところもある。しかし.その他では概して平

坦であり.能管の厚さなども考えると、鮭川淀城で

は、strathterraceと考えた方がよいように思われ

る。

尾花沢I面の上位には独羽根両群がみられる。猿

羽根I面の分布は、狭い範囲に限定されているが、

他の地域では撮羽根u面、尾花沢I面の形成遺臣

で、傭方没食により消失したものと考えられる。猿

羽根I面も珠軌士、おおむね厚さ5唾度の繕いもの

であり、strathterraceであると考えられる。

穣羽根Il面は、尾花沢I面の上位面であるが、小

娩換なものが多く、断片的に分布する。尾花沢I面

が広しづ)布を示していることを考え会わせると、尾

胴日間BiagSHiBaEE的慧GEMS」zwlPE&&S4

大部分泊失したものと考えられる。

尾1切-tn面は、尾花沢I面に何故して細長し嘱状

の分布を示している。この段丘繭も、傑居の厚さは
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l-6mと薄く、尾花沢I面を切って形成されたstr-

ath terraceである。尾花沢II面を構成する軌規

化していない。

未調査地域での段丘唯鰍も最も厚いところで

も5q程度であり、全体的に薄いものであるといえ

る。

Ⅳ　新庄盆地萄良における如当紀絶無変動

太調査地である新庄盆地西綾に掛、ては段丘地形

の発達が良好であり、段丘面の変位が認められれ

ば、盆地の地顔変動を推定できると思われる.筆書

らは、空中写真判読により段丘面を変位させている

と考えられる折居を兄い出し、その調査を行った。

この結果、新庄盆地の柵における脚につ

いて新たな知見を得た.なお、新庄盆地の段丘地形

を手掛かりとした槽曲運動との開拓につ～、ては、時

皿]表土

Ⅲ刀砂居

∈∃赤褐色土

∈∃ シルト居

田粘土居

臣ヨ喋居

EEB基盤

露頭柱状図　(2)

間の制約上、調査することができなかった。

(1)新庄盆地の段丘形成と働

新庄盆地の段丘はⅢ章で記載したように、西綾に

おいて姐ミ良好である。盆臓には矧IIと大

沢川、そしてこの2つの河川が色味LfclUllにより

形成された段丘物呈多く、筆者らがl麗配した殿り

では、礁居の厚さは5m以下のことが多く、侵食段丘

と推定される。形成車代については、上記の3河川

により段丘面が細分化しており、推定がむずかし

い。まとめてみると猿羽根Ⅱ面は嘆息上灘に赤褐色

シルト居をのせているので.松井・加算(1963)が指

摘するように下末吉期に形成されたと考えられる。

したがって、今のところおよそ12000時前、または

それ以前に形成されたと思われる。尾花沢I面l土最

上川田研グ;u-ブ( 1968)が尾花沢諌居中の紛,ら

34900 :ォ<　y.B.P.という数値を得ているので、

およそ35000年頃と考えられる.また、尾花沢II面
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F i g. 7　　庭月付近の折居分布図

回申のF 1-F51淵番号.

S la:猿羽根Ia面　　S Ib:洩羽根Ib面　　SII :猿羽根Il面　　　Ola:尾花沢Ia面

Olb:尾花沢Ib面　　Oil :尾花沢II面　　M :真室川面
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は、同グループによれl£更新性来期(およそ20000

年前)に形成されたと推定されている。形成要因

については、下位段丘が上位段丘を侵食して形成さ

れていることから考えると、更新性中軌以降におけ

る上流地域の相対的隆起運動によるものと思われ

る。

新庄盆地における地顔変動に関する研究は、迫盆

地醍動と新庄盆鵬部(特に小国州付近)の槽曲構

造との既達のものとに大別される。前者は、中)llは

か(1971) 、石田はか(1977)が、新庄盆地I城新

性から陸化し.更新性になって無新鋭・下部更新続

が著しい櫓曲構造を示すような変動を受けつつ形成

されたことを、主として地賢学的見軸、ら指摘して

いる。後老は、村田(1941)が段丘面形成以降も曲

隆運動が推挽していることを報告して以来、大坂

(1942)が4、国州沿岸における括栖曲を初めて指柄

した。その後、杉村(1952)は段丘面変形と新第三

系の槽曲構造との関連から、大坂の提唱した"括概

曲"を実証した。なお新庄盆地西良には、若干の新

期新居地形と考えられるものが、中州はかにより拍

手自されている。

(2)庭月付近の折居地形

庭月付近は、鮭川により形成された段丘地形の発

達が良好である。東北地方の内陸盆地においては、

盆地西縁や東操が折居によって限られることがあ

る。そこで筆老らtと上述の中州らの報告をもとに、

1万6千分の1の空中写真を朝議した去巣、庭月付

近において斬居地形を兄い出し、 5未の斬居からな

る新居系と推定した。伊ig.7 )

肺肝1WUII沿いの時代を異にする尾花沢I a面

と猿羽根II面を変位させており、低斬居臣は比較的

明瞭である。未調査でt臓頭を直搬するこ

とができなかったが、この折居を確実度Ilと推定し

た理由t出謙下の通りである。

①　東胡瑚三方内帯に卓越する南北方向の逆折居と

ほぼ等しい走向を持つ。

⑧　時代を異にする段丘面を切っており、高位段

丘面の方が変位量が大きい。

⑨　新居の延長上と考えられる地点で破砕帝の一一

求-I

逮

部と思われる露頭を確認した.

Flの低新居崖はよく保存されている段丘産に似て

おり、見かけ上は東落ちである。この斬居を逆噺居

を考えると、上盤側が下盤触手のり上げており、断

居崖の崖面の幌斜は蝶居の安息角をあらわしている

と推定される。

Loc iでは屋高はおよそGJLであり、垂直変位の泉

故畳はこれにはぼ-丁数する1)と思われる.なお、こ

の地点では尾花沢Ia面を変位させている2)。 Loc.

2では狭羽根両群のひとつに相当すると考えられる

段丘癖を変位させている。この段丘面L球審らが区

分した猿羽根H面に相当するように考えられるが、

与の段丘面の特徴である赤褐色シルト居の堆故が見

られない。また、泉田)日付近でこの面に相当すると

考えられる段丘面において前期I開講との比輸抱新し

いと考えられる遺物が出土している。これらのこと

から先に推定した猿羽限II面の年代よりこの段丘面

は新しく、猿羽根Ⅱ面に付能した段丘面であると考

えられる。

Flの拓動度を推定すると3)、尾花沢Ia面は350

00年前、この猿羽根面を旧石器から娘定してヨ噂面

相当と考え、 60000年前に形成されたと仮定する。

Loc iでは6■、 Loc.2では7.5ォの崖高を持つことか

ら、この間の平均変位速度は6cォ/103yとなり、松田

(1975)の分類によればC級の活動度を持つといえ

る。また、参考程度にとどめるが折居運動による地

震の塊枚を推定してみる。拙田(1975)の式Iog D

-0.6M-4.0を用いて、 1回の蟻に伴なう折居変

位量(蝣):DにLociと2の崖高差1.5aという値を使

うと、マグニチュード6.9 <>となる。

Flの北への延長は、大沢jI性越えているように考

えられるが、空中写真判読では折居変位噛似増め

られなかった。大沢Jl肘近でIお宅花沢I a面より低

位の段丘面の発達が良好であるが、段丘面を変位さ

せている低斬居崖は未調査では痛琵できなかった.

段丘面を通ると推定される折居の運動そのものが段

丘面上に変位地形として必ずしも保存されるとは言

いがたく、また、低斬居勧鞘i居凄艶後に浸食され

る場会も考えられることから、尾花沢Ib面形成以

後新居軌く起こらなかったと蛾斬定できない。し

-35ニー



かし、尾花沢Ia面にみられる輸、らして少な

くとも2回は尾花沢Ia面形成以後折居軌も生じ

たと思われる.

空中写其判読で確認できるFlの南端では松沢付近

の山脚において三角末端繭と思われる斜面が見られ
●

る。 Flの南の延長上では、鵜頭坂と前披付近におい

て、折居運動の影響を受けていると考えられる完頚

日間ggaai

轍の寅頭では新第三飽くかなり破砕されて

いる。破砕された面の走向はほぼ等しく、N48- Eの

走向を持ち傾斜は35 - Sである.前波の麗頚では小

断勧く2未認められた(Fig.3 Loc.56 ) 。このうち

1太は走向NIOoE、腕組8oWの逆折居で、垂直変

位量は30cサである.もう1未は走向N-S、傾斜23o

Eの遡新居であり、垂直変旺量は21である.岡新居

とも泥岩と砂岩からなる中渡居を変位させているが

中渡居上の瑳居には変位があらわれておらず、より

大きな折居の副次的な漸居であると思われる.しか

し、 Flか後述するF3によるものは棚である。

断居円はntf n-sの走向を持ち、 Flから北へ分岐

していると考えられる.今回の調査では変位量を軸

足できず確実度をⅢとした.

断層mJアF2とlおき平行であり、山脚にそって浅羽

横面を変位させている。新居の北娘でl地邑上の高

まりが見られ伊ig.8)、 F2とF3の折居運動の影響を

N30oW

受けていると思われるが、尾花沢Ia面の形成時に

浸如、らとり残された凶日居の高まりである可能性

もある。 Loc.3では、深さ4.9aのトレンチを戚妃し

た。このトレンチt山臓く、空中写真で朝議で

きるF3の新居狼上に見られるので新患細と推定さ

れる。 Loc.4では新居のひきずり運動の影響を受け

ている麗虜が見られる。各居は著しく直立してお

り、蝶居が上灘から下灘へ向かって湾曲するように

落ちている。基盤岩の鮭川居は風化が非常に進んで

いる。走向・傾斜は、N21oW、30oEである。この寅

頭とトレンチから考えると、 F3の下懲触唱!く沈ら

込んでいることが推定される.空中写真で戚班でき

るF3のi軌oc. 5ではsag-pondと思われる池があ

り.上記の推定を裏付けることができる.

i帥附の上野付近では、空中写真判読により2太

のリニ7メントが確認できる。 Loc.6では破砕軒の

-親と思われる寅頭があり、破砕された面の走向・

憐斜はN40-W、 SoEである.このことから、この

りこ7メソトを確実度Ⅲの折居と推定した(折居

F4) 。もう一方のt)こ7メントもF4とほぼ平行の走

向を持つので同じく確実度Ⅲの噺居と考えられる。

(3)　新庄盆臓における如瑚脚に

てルヽて

肺肝1とF2は槻後期に掛、て形成された河鹿

500 (田)

Fi g.8　　庭月.新居換武司
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段丘を変位させており、段丘面形成後、新居の活動

が行われたことは確実である。前述したように東北

地方の内壁盆地の西接は新居によって限られること

があり、太謁壷によって兄い出した断居系も新庄盆

地を限る新居系の「部であると考えられる。

小国川上掩部には向町盆地があり、その後辺は断

居によって限られている(0舶to 1968) 。そのう

ち、西操の斬居の走向は州旺-ssw、 NIS、 WNW-ESEであ

り未調査における斬居系の走向とよく類似してい

る。さらにOmotoは、折居系から地塊のブロックを

想定し、ブロックの変動から造盆地運動を推定して

いる。以上のように向町盆地における例を新庄盆地

にそのままあてはめることは適切ではないが、新庄

盆地西良の新居系は的壬盆地の鞠瑚己地殻変動、特

に造盆地運動を考える上での一助になると思われ

る。中川ら(1975)によれば新庄盆地は全体として

みるとひとつの大きな向細道を構成しており、そ

の東経の休場付近では衝上新居が存在する。以上の

ことから、新庄盆地の東西再縁執ま折居によって限

られ、盆地中央の向劇構造はこれらの新居の走向に

近い裾曲軸を持つというモデルが能吏できる。

棚杏では新居運動が明瞭に認められる馳t見

つからなかったので各新居の平均変位速度を正確に

推定できなかったが、斬居系の中においては新月野1

が主新居であると考えられる。猿羽根両群を変位さ

せているF lの如魂後期の累積変位量は7. 5山上で

あり、 IL側の抱起、盆地側の沈降という運輸が窮四

紀に行われたと艦定できる。このことからも、この

新居系が迫盆地運動のひとつとして考えられよう.

未章では庭月付近の新居系を主として取り上げ考

案してきたが、未設在地域に含まれる新庄市升形付

近における段丘面の変形については謁壷が充分では

ないため取り上げなかった。今後の油としては噺

居系の変位量を正確に求めることと、斬月計1がほぼ

境の境界にそう走向を持つことから.この折居に

よる無新続と下務更新銃の変位を詳細に誤杢するこ

とが考えられる。また、新庄盆地に関しては、盆地

縁執瑚折居系と関連させた地顔変動を推定する必要

があると思われる。

Tab l e-2　新庄盆地の段丘面の対比

時 代 筆 者 ら 最上川団研 (1968) 中 州 ら ( 19 7 1 ) 備 考

完 新 世

Holocene 真 室 川 面

尾 花 沢 II 面

尾 花 沢 I b 面

尾 花 沢 工 a 面

猿 羽 根 II 面

猿 羽 根 I 面

真 室 川 面

尾 花 沢 II 面

尾 花 沢 I 面

長 根 山 面

猿 羽 根 II 面

猿 羽 根 I 面

第 7 段 丘 面

第 6 段 丘 面

窮 5 段 丘 面

第 1 ～第 4 段 丘面

← 由良海進

(海 進?)

←>4C 34900y.BP

← 海 進?

← 小波渡海進

更 新 世

Pteisto-

cene
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酌　pra*:

筆者らは、新庄盆地西経を中心として段丘地形・

所持地殻変動について調査を行った。新庄盆地西接

は、大沢川、真室川、鮭川により形成された段丘面

の発達が良好である。筆者らは段丘堆縫物と比高を

もとにして、上位面から、猿羽根I面、猿羽根II

Ifo.尾花沢Ia面、尾花沢Ib面、尾花沢II面、真

室川雨に区分した(Table-2)。西接においては、と

りわけ尾花沢両群の発達が良い。また、段丘横居の

厚さは5Au下のことが多く、いわゆるstrath ter-

raceに相当すると思われる。猿羽根Il面においては

松井・加藤(1962)が指摘したように、下末書期に

形成されたと考えられる赤褐色シルト居を確認し

た。

新庄盆地西綾の一缶の段丘面を切る南北方向の変

位地形を確認した。これをもとに、 5太の新居から

なる新居系を推定した。このうち主断簡1はB級に

近い活動度を持つ。他の新居tが1の上盤個にあり、

Flに伴われているものであると思われる。猿羽根面

を変位させているFlの果蹟変位量は7.5似上であ

り、第四紀後期において山側の隆起、盆地側の沈降

という運動がおこったと考えられる。これl域庄盆

地の造盆地運動のひとつのあらわれと言えよう。新

庄盆地はこの新居系を手がかりにして考えると、第

四紀後期においても中心動機し、東西両掻勧ミ

隆起しているというモデルも考えられるが、それに

は今後東綾の調査がなされなくてはならない。同時

に、盆地末下の新第三系の槽曲構造と地形発達との

騒係も考えなくてはならない重要な油であろう。

注

1 )逆新居では、下盤側において埋故が進みやすい

が、本稿では-ンドレベルで得られた数値をそのま

ま使岡した。

2)断層Flの運動により、尾花沢I面の一難が及丘

化した可能性もあるが、充分な確証は得られなかっ

た.

3) &中写真判読では、 1万6千分の1の写真で変

位が比鮒州瞭なので、 B級とC級の間の括動度を

持つとtt綻できる。

4)他に新居の周辺に蓄積された地震エネルギーを

マグニチュードに換算する松田(1975)の式: Mt=

(l/0.6)log(t-s)+6.67を用いて、平均変位速度

6cm/103 y、地震空白期間を60000(午) -35000(午)

=25000(午)としてみると、マグニチュードはおよ

そ6.9となる。
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